
唐沢城跡（佐野市） 築城年代：天慶3年（940年）、築城者：藤原秀郷

　前方が唐沢城跡/南側から見たところ





　　　　　縄張図を手に大凡このパンフレットの順路で進んでみよう



左上のレストハウス手前の駐車場付近から出発する



この先が駐車場



　　　前方右手の建物がレストハウス



　　左手の擁壁にこんな案内板があった



　　このレストハウス周辺が「蔵屋敷」



　　　　そこで右手を見たところ/正面の細い道を下って行った所が大手口となる/後程行ってみよう



　　　　　　「蔵屋敷」から東方向を見たところ/前方に「喰い違い虎口」がある



　　　　　ここが「喰い違い虎口」



振り返って「蔵屋敷」エリアを見たところ





　さて、「喰い違い虎口」を進んでみよう



　　　　　　折れを伴っている



　　　　枡形構造になっている



　　　　「喰い違い虎口」から「蔵屋敷」方向を見たところ



　　右手の階段を登ると「天狗岩」がある/左手に「天狗岩」の説明坂が立っている





　　左手を見たところ/こちらに進むと「大炊の井」がある/正面の建物は唐沢山荘



　　振り返って枡形構造を見たところ/左手が「天狗岩」/正面に説明坂が立っている





　　さて、「天狗岩」に行ってみよう/この階段を登って行く



　　大きな岩の塊が現われてきた



これが「天狗岩」



　　　　　反対側から見たところ



　　　　　足元にある展望案内



　　　　　　南方向を見たところ



　アップで見たところ/北関東自動車道が見える（右手が高崎方面）/ここは当時の物見台であったのだろう



　　　　　さて、元に戻って「大炊の井」方向へ進もう/右手の建物は唐沢山荘



　少し進むと唐沢山城跡中央部の「地形起伏図」が立っていた



拡大図



　　　　　その先には唐沢山神社の鳥居が立っている



　　左手を見ると「大炊の井」がある





　　こんな塩梅



　　　　石積みが施されている



　　　　　少し上から見たところ



これは「大炊の井」の傍にある「竜神宮」/説明坂が立っている







これが「竜神宮」



　　　　　　さて、更に進むと橋が架かっている/この橋を渡って東方向へとまっすぐ進むと本丸へと至る



　　　　これは「神橋」と呼ばれる/橋の下は「四つ目堀」という堀切になっている





　　　　　さて、その右手のエリアは「西城（天徳寺丸）」



　　　　　　これは「西城（天徳寺丸）」にある水琴窟



　　　　　収蔵庫らしき建物もある



　さて、これは「四つ目堀」を見たところ



「神橋」を渡って振り返ったところ/右手に説明坂が立っている





　　橋の上から北方向を見たところ/地形的には登って行く



　　これは「四つ目堀」の左手に沿った道で「避来矢山」に通じる/後程行ってみよう



さて、堀底に下りて北方向を見たところ



　　　　堀底を北方向へ進む/左手は「避来矢山」に通じる道/右上は「帯曲輪」



　　　　　左手の道が迫ってくる



　　　左手の道に合流してしまった



　　振り返って南方向を見たところ



　　こんな塩梅



　これは橋の上から南方向を見たところ



　　　　　　堀底に下りてみる



　　その先はこんな感じで下っている



　　　そこで振り返って見たところ



　　　　　　　右手を見たところ



　　　　さて、「神橋」の先に進む



　　左手に「和合稲荷神社」がある



　　これがそれ



　　さて、そのすぐ先の左手に「帯曲輪」に上る階段がある



　　　正面の階段を上がると「三の丸」の西側の虎口/右手に石積みが見える/左手の平場が「帯曲輪」



　これがその「三の丸」の切岸の石積み



　　さて、こちらが「帯曲輪」/左手には土塁が延びている/その左下が「四つ目堀」



　　　　　　その先に進んだ所/「三の丸」を取り巻くように回り込んでいる/左手の土塁も続いている



　そこで振り返って見たところ/右手が土塁、左手が「三の丸」



　　　　土塁の下を見ると「四つ目堀」跡の道が見える



　　　　　更に回り込んで進む



　　　　その先はこんな感じで急峻な斜面となっている



　右手を見上げると「三の丸」がある



　　　　　　さて、「本丸」への道に戻り、東方向に進む



　　　　　すると左手にこんな竪堀がある



　　進んで来たこの道が「桜の馬場」らしい



　　改めて竪堀を見上げる/この上に別の通路があるようだ



　　　　　振り返ると竪堀は斜面を下り落ちている/ここが「三つ目堀」のようだ



　　　　　　さて、「桜の馬場」を更に東方向に進もう



　　　　すると左手に説明坂がある





　　　　そしてその一寸先に左手に登って行く道がある



　　　　　　この道が「大手道」/前方に石垣が見える



　その石垣をアップで見たところ/ここへは後程行ってみよう



　　　　　　　振り返って「桜の馬場」方向を見たところ



この道の先は「桜の馬場」を越えて斜面を下り落ちて行く/ここが「二つ目堀」のようだ



さて、「桜の馬場」の先の左手の階段を上がると「南城」がある/正面の道は「つつじが丘」へ下って行くようだ



　　　　　　階段を上がると説明坂が立っている/正面の石垣の上が「南城」





　　これが石垣



　　その先も同じように石垣が続いている/左上が「南城」



　　　　反対側から見たところ



　さて、石垣上の「南城」に進もう/前方の鳥居がある所は「南局（引局）」



　　　　　このエリアが「南城」/右手の建物は「南城館」



　　　　　　「南城館」という看板が下がっている/右手に説明坂が立っている





　　　　「南城館」の右手/前方にも説明坂が立っている





　　　　　　　南東方向の眺望



　　　　　アップで見たところ/モヤッていて良く見えない



　　これが東側の堀を見下ろしたところ



　　　　　　左手を見たところ



　　右手を見たところ/この先は斜面を下り落ちて行く/これが「一つ目堀」のようだ



「南城」北西側にこんな行き先表示が立っていた/右手に行くと京路戸峠に至るようだ



　　そちらの方向を見ると前方に覆屋が見える/「車井戸」らしい/後程行ってみよう



　さて、正面の階段を登り鳥居がある「南局（引局）」へ行ってみよう/左手を進むと「二の丸」、「三の丸」に至る/後程行ってみよう





　この平場が「南局（引局）」/南側から北方向を見たところ/前方の階段の上が「本丸」





　　東側から西方向を見たところ/前方に説明坂が立っている





　　　　　これは東側の斜面を「本丸」方向に見たところ/前方に石垣が見える



　　　　　その「本丸」東側の石垣をアップで見たところ



　　さて、正面階段を登って「本丸」へと進もう/この建物は神門



　　　　「唐澤山神社」と記された神額



　　　　　神門より拝殿を望む



　　　　　振り返って「南局（引局）」を見下ろしたところ



　　　　拝殿



　正面奥が本殿





　　社殿の右手に土塁が見られる



　　社殿の右側を南側から北方向に見たところ/正面が土塁



　　　　　　近寄って見たところ



　　　柵の右下を見たところ/先程の石垣が真下に見える



　アップで見たところ/前方は「本丸」北東隅に位置するようだ



　正面奥が本殿/右手に石垣が見える



　　こんな塩梅



　　アップで見たところ/右奥が搦手か



　　　　　　さて、「本丸」を東側から西方向に見たところ/正面にも石垣がある



　　　拝殿の左側から本殿を見たところ



　　　　　こちら側が大手虎口



　　この虎口から「二の丸」と繋がる



　虎口の石垣



　　　　　　左手を見たところ



　　　　そこから神門方向を見たところ



　「本丸」を西側から東方向に見たところ



　　さて、左手を「二の丸」、「三の丸」方向へ進んでみよう



　　右手に高石垣が続く/この辺りは表御殿とも云うようだ



　　これは「南局（引局）」下の高石垣



　　　　これは「本丸」下の高石垣



　　　　　　　少し下がっている所は「二の丸」下の高石垣/この辺りが下の「大手道」から見えた石垣



　　さて、まっすぐ進んで「二の丸」へと進もう/左手に下がって行くと「三の丸」に至る/後程行ってみよう



　　　　　振り返って見たところ



　　その右手には「大手道」が見える



　　　　　さて、ここが「二の丸」/正面は周囲を巡る土塁



　　　　左手に建つ神楽殿/右手に説明坂が立っている





　　　　　「二の丸」を西側から東方向に見たところ/前方の石垣の上は「本丸」



　　　　右手の土塁を見たところ



　　神楽殿の背後の土塁を見たところ



　　　　左手の土塁を見たところ



　　　ここが「本丸」への大手虎口



　　「本丸」へ登ったところ/正面が拝殿



　　振り返って「二の丸」を見たところ



　　　　　さて、これは「二の丸」の北東側にある虎口



　　　この向こうは「引局（武者詰）」



　　こんな塩梅



　　　　さて、ここを「三の丸」へと左下に進もう/まっすぐ行くと「二の丸」に至る



正面が「三の丸」



　　　　振り返って見たところ/前方が「本丸」の高石垣



　　その高石垣をアップで見たところ



　「三の丸」を南側から北方向に見たところ/前方に何かある



　　これは「人形供養塔」とのこと





　　　北東方向へ回り込むと階段があり、「二の丸」の北東側にある虎口へ至る



　　　　「三の丸」から東方向に「二の丸」を見たところ



　　　　　その右手を見たところ



　　これは「帯曲輪」の所から上って来る西側の虎口/左手に説明坂が立っている





　　　　　振り返って見たところ



　　　　　　さて、これは「二の丸」の北東側にある虎口/向こう側が「二の丸」



　左手を見たところ/この上が「本丸」



　右手を見たところ/この上が「二の丸」



　　　更に先の石垣を見たところ



　　　　これはそこから「三の丸」の北東側を見たところ



　　　　　　ここは「二の丸」の北東側の虎口の北側にある「引局（武者詰）」/西側から東方向を見たところ/右手が「本丸」



　　　左側には土塁が延びている



　　その先にも土塁が続いている



　　土塁の上に登って見たところ



土塁には所々このような切れ目がある



　　土塁は更に東方向に続いている



　　　振り返って土塁を見たところ



「引局（武者詰）」を東側から西方向に見たところ/左手が「本丸」



　　　左手の「本丸」を見上げると上の方に石垣が見える



　　　　　　アップで見たところ



　　　　　　「引局（武者詰）」を更に東方向に進もう/この向こう側が「長門丸」



　少し進んで振り返って見たところ/前方の城塁の上が唐沢山神社のあった「本丸」/左手が搦手であろうか





これが「長門丸」



　　西側から東方向に見たところ



　　東側から西方向に見たところ/前方の城塁の上が「本丸」



　　右手を見るとここにも土塁がある



　　　さて、更に東方向に進もう/前方は「金の丸」/左手に説明坂が立っている



　　　　　　「長門丸」は「お花畑」とも呼ばれるようだ



　　この上が「金の丸」/「平城」とも呼ばれるらしい/前方の建物は金の丸ロッジ



　　左手を見たところ/道路になっているが当時の堀切跡



　右手を見たところ/こちらは竪堀状となって斜面を下っている



　　　さて、ここが「金の丸」/西側から東方向に見たところ



　反対に東側から西方向に見たところ



　　そこで北方向を見ると土塁がある



その土塁を北側から南方向に見たところ/左手に切れ目がある



　これは「金の丸」の北東側にある虎口/この先が「杉曲輪」



　　　前方が「杉曲輪」/ここには以前「唐沢青年自然の家」があったらしく、かなり改変されている/西側から東方向を見たところ



　　　これは「金の丸」と「杉曲輪」との間にあった堀切が南方向に竪堀状に下って行く所を見たところ



　　「杉曲輪」を西側から東方向に見たところ/正面前方に虎口のような所がある



　　　　　　「杉曲輪」を東側から西方向に見たところ



これが「杉曲輪」の南東側にある虎口



　前方はこのように堀切があり、土橋を渡って向こうの平場（「北城」）へ行けるようだ



　　　　　　その堀切を土橋越えに右手から左手方向に見たところ/左手が「杉曲輪」、右手が「北城」



反対に左手から右手方向に見たところ



　　　　その先はこのように竪堀状になって下っている



　さて、土橋を渡って「北城」へと進もう



　ここが「北城」/「平鳥屋丸」とも呼ばれるらしい/南西側から北東方向に見たところ



　　振り返って先程の堀切を見たところ/向こうが「杉曲輪」



　　「北城」を南側から北方向に見たところ/右手前方に虎口のような所が見える



ここがその虎口



先に進んでみる



　　　　　　階段を下りると道が二手に分かれている/左手に行くと京路戸峠方面、右手を行くと鳩の峰方面に行けるようだ



こちらが右手の鳩の峰方面に行く道/この先にはキャンプ場があって左手の建物はその洗い場だったようだ/鳩の峰のエリアにも
堀切が見られるらしい



こちらは左手の京路戸峠方面に行く道



　　振り返って「北城」方向を見たところ



　　　　そこで左手を見ると竪堀状の所が二箇所ある



　　右手の竪堀状の所を見たところ



　　　　　その先はこんな感じで斜面を下り落ちて行く



　　左手の竪堀状の所を見たところ



　　その先はやはり斜面を下り落ちて行く/これらが鳩の峰方面と「北城」以南とを分断する大規模な「二重の堀切」であろうか



　　　　振り返って反対側を見るとやはりそれらしき竪堀状の所が二箇所ある



　　右手の竪堀状の所を見たところ



　　左手の竪堀状の所を見たところ



　　さて、「長門丸」の東側まで戻り、左手を見ると枝道がある



　　　　その枝道を進むと「南城」から見えた「車井戸」があった/右上が「本丸」





　　　　　反対側から見たところ





　　　さて、「避来矢山」に行ってみよう/右手の道路の更に右手が「四つ目堀」



　　　　　　前方が「避来矢山」/3段の平坦地が連なり、頂上に避来矢山霊廟がある/ここが1段目（組屋敷と呼ばれる曲輪）



　　振り返ると「帯曲輪」が見える



　　今は道路となってしまった「四つ目堀」を見下ろしたところ



さて、階段を登ろう



　　ここが2段目



　3段目に登ろう



　　　正面が避来矢山霊廟/左手に説明坂が立っている





右手に立つ標柱/根古谷神社跡らしい



　　登って来た階段を見下ろしたところ



　さて、最初の駐車場入口の所へ戻る



　　　　これはそこで振り返って見たところでここを行った所が「土矢倉」のようだ



　　　　この獣道を進んでみよう



少し開けている



その先に進もう



また獣道となっている/この先に櫓があったという/周囲には石垣があるというが・・・



　　さて、今度は「蔵屋敷」のエリアにあるレストハウス右手の正面の道を大手口方面へと進んでみよう



これは少し進んだ所にある足尾山神社





　　　　　　これが足尾山神社



更に進んだ所が木戸のあった大手口/正面に大きな岩がある/道路の右手は先程の駐車場に至る/左手は富士町方面へと下る



　　　　その大きな岩を見たところ/説明坂が立っている





　　　こちらにも説明坂があった





　これは「鏡岩」



　　さて、これは道路を富士町方面へ下りてきた所にある唐沢山神社の鳥居/この右手にも鳥居があった



　　　これがそれで露垂根神社とある
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